
ひろしま市議会だより（3）令和4年（２０２2年）５月

市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

１ 重度精神障害者通院医療費助成
精神障害者保健福祉手帳１級かつ自立支援医療受給者証（精神通院）を所持

し、所得要件を満たしている方に対して、通院に係る医療費を補助する制度のこ
と。令和４年２月以降の通院が対象となる。

２ 被爆者健康手帳
　原子爆弾による被爆者に対して交付される手帳のこと。被爆した時の状況（被
爆場所や入市日等）が記載されているほか、医療機関の受診結果等を記録するこ
とができる。都道府県知事が指定した医療機関を受診する際、健康保険証ととも
に提示すれば、医療費の支援を受けられる。

３ 脱炭素化
　地球温暖化の大きな要因である二酸化炭素などの温室効果ガスの排出の抑制
を目指すこと。地球温暖化対策の推進に関する法律では、「都道府県及び市町村
は、その区域の自然的社会的条件に応じて、温室効果ガスの排出の抑制等のため
の総合的かつ計画的な施策を策定し、及び実施するように努めるものとする」と
されている。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

●
吉
瀬
康
平

（
日
本
共
産
党
・
東
区
）

・
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し

・
敵
基
地
攻
撃
能
力

・
黒
い
雨
裁
判
の
高
裁
判
決
を
受
け
入

れ
た
上
で
の
新
た
な
被
爆
者
認
定
指

針
・
中
央
公
園
内
の
施
設
の
再
編
計
画

●
岡
村
和
明

（
市
民
連
合
・
南
区
）

・
文
化
財
の
保
護
と
活
用

・
通
学
路
に
お
け
る
児
童
の
安
全
確
保

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

・
特
別
自
治
市

・
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み

●
宮
崎
誠
克

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
佐
伯
区
）

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
・
広
島
広
域
公
園
の
活
性
化

・
小
規
模
雑
居
ビ
ル
の
防
火
安
全
対
策

●
田
中
勝

（
公
明
党
・
西
区
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
５
歳
か
ら
11

歳
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
後
遺
症

外
来
等

・
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
新
た
な
段
階

に
お
け
る
ヒ
ロ
シ
マ
の
役
割

・
原
爆
ド
ー
ム
の
特
別
史
跡
及
び
旧
日

本
銀
行
等
の
国
文
化
財
指
定

・
家
族
伝
承
者
の
養
成

・
西
広
島
駅
南
口
駅
前
広
場
の
再
整
備

等
・
自
転
車
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

●
藤
田
之

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
佐
伯
区
）

・
市
街
地
再
開
発
事
業

●
椋
木
太
一

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
多
様
な
大
都
市
制
度

・「
共
生
社
会
」

・「
安
全
・
安
心
」

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

問
地
域
の
新
た
な
協
力
体
制
の
構

築
に
向
け
て
、
市
職
員
に
積
極
的
に

地
域
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
を
図
る

の
か
。

問
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
含
む
宿

泊
可
能
な
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
の
招し
ょ
う
へ
い聘や
利

用
度
が
高
ま
る
。
そ
れ
が
青
少
年
の

競
技
力
向
上
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て

は
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答
職
員
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
、
年
間
６
日
を
限
度
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
を
設
け

る
と
と
も
に
、
報
酬
を
得
て
地
域

活
動
を
行
う
際
の
基
準
を
明
確
化

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
４
年

度
か
ら
人
事
評
価
制
度
を
見
直
し
、

町
内
会
・
自
治
会
活
動
へ
の
参
加

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

の
活
動
等
を
業
績
目
標
と
し
て
設

定
で
き
る
よ
う
に
し
、
遂
行
結
果

を
評
価
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
制
度
の
職
員
へ
の
周
知
は
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
行
う
。

答
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
本
拠

地
移
転
後
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
な
ど
と
し
て
再
整
備
し
、

引
き
続
き
青
少
年
の
競
技
力
向
上

や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら

要
望
の
あ
る
、
神
楽
や
花
火
、
吹

奏
楽
等
地
域
密
着
型
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
環
境
整
備
な

ど
の
活
性
化
策
に
も
取
り
組
む
。

地
域
の
新
た
な
協
力
体
制

広
域
公
園
に
新
た
な
施
設
を

問
商
工
会
議
所
ビ
ル
を
取
得
す
る

目
的
に
つ
い
て
何
も
議
論
さ
れ
て
い

な
い
の
に
、
現
在
使
用
中
の
行
政
財

産
で
あ
る
基
町
駐
車
場
と
の
財
産
交

換
を
な
し
崩
し
的
に
進
め
て
き
た
市

の
姿
勢
に
は
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
、

市
民
の
財
産
を
商
工
会
議
所
に
差
し

出
す
よ
う
な
不
自
然
な
財
産
交
換
を

し
た
の
か
、
経
緯
と
真
相
を
聞
き
た

い
。

問
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
子
ど
も

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
不
安
を

抱
く
保
護
者
も
お
り
、
配
慮
が
必
要

と
考
え
る
。
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

問
地
方
が
「
国
ー
県
ー
市
町
村
」
の

二
層
構
造
で
は
、
二
重
行
政
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。「
国
ー
特
別

自
治
市
」
の
一
層
構
造
と
な
る
「
特

別
自
治
市
」
制
度
を
導
入
し
た
際
、

市
や
市
民
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
。

答
本
市
で
は
、
平
和
記
念
資
料
館

側
か
ら
原
爆
ド
ー
ム
を
望
む
と
き
、

商
工
会
議
所
ビ
ル
が
原
爆
ド
ー
ム

の
左
後
ろ
に
位
置
す
る
と
い
う
現

在
の
景
観
を
、
よ
り
平
和
都
市
広

島
を
象
徴
す
る
も
の
に
変
え
て
い

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進

む
基
町
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
都
心
に
お
い
て
ウ※

５
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で

答
国
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
努
力
義
務
と

し
な
い
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
12
歳
以
上
と
同
様
に
取

り
扱
う
こ
と
の
確
証
が
得
ら
れ
て

い
な
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

保
護
者
は
判
断
の
決
め
手
を
欠

き
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
必
要

と
な
る
情
報
を
で
き
る
限
り
丁
寧

に
分
か
り
や
す
く
提
示
し
て
い
く

こ
と
で
、
保
護
者

が
適
切
な
判
断
が

行
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

ど
う
処
理
す
る
か
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
平
成
30
年
９
月
、

都
市
機
能
の
充
実
・
強
化
と
原
爆

ド
ー
ム
の
背
景
の
景
観
改
善
と
い

う
課
題
を
同
時
に
解
決
し
よ
う
と

考
え
、
商
工
会
議
所
に
同
ビ
ル
の

移
転
・
建
て
替
え
を
提
案
し
た
と

こ
ろ
、
本
市
の
提
案
に
賛
成
し
て

い
た
だ
き
、一丸
と
な
っ
て
再
開
発

事
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
財
産
交
換
を
行
い
、
両
者
が

地
権
者
と
な
っ
て
事

業
を
円
滑
に
進
め
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て

合
意
し
た
。

財
産
交
換
は
、
次
な
る
事
業
展

開
を
に
ら
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
財
産
交
換
の
た
め
に
物
事
を

進
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

答
本
市
が
「
特
別
自
治
市
」
に
な

る
こ
と
で
、
国
と
直
接
や
り
取
り

を
行
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
各

種
施
策
を
よ
り
効
率
的
か
つ
機
動

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
二
重
行
政
が
完
全
に

解
消
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
実
現
で
き
る
。

不
自
然
な
財
産
交
換
の
真
相
は

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
配
慮
を「

特※
６

別
自
治
市
」制
度
の
メリットは
？

問
「
被
爆
体
験
伝
承
者
」
の
養
成

事
業
に
、
被
爆
者
家
族
を
対
象
と
し

た
新
た
な
枠
組
み
の
導
入
を
要
望
し

て
き
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、「
家

族
伝
承
者
」
の
養
成
を
開
始
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
、

ど
う
い
っ
た
効
果
を
期
待
し
て
い
る

の
か
。

問
西
広
島
駅
南
口
駅
前
広
場
の
再

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
に
雨
や
日
差
し
等
を

防
ぐ
屋
根
を
設
置
し
た
り
、
利
用
者

に
や
さ
し
い
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
り

す
る
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
駅
前
広

場
に
な
れ
ば
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答
令
和
４
年
５
月
頃
か
ら
養
成
研

修
の
受
講
者
を
募
集
す
る
。
養
成

期
間
は
約
２
年
間
で
、
被
爆
の
実

相
や
話
法
技
術
等
の
講
義
、
講
話

原
稿
の
作
成
、実
習
な
ど
を
行
い
、

研
修
終
了
後
、
家
族
伝
承
者
と
し

て
学
校
や
平
和
記
念
資
料
館
な
ど

で
講
話
し
て
い
た
だ
く
。
よ
り
多

く
の
人
々
に
被
爆
体
験
を
伝
え
、

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願

う
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
共
有
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

答
①
乗
降
場
を
再
配
置
す
る
、
②

駅
か
ら
乗
降
場
ま
で
の
間
に
屋
根

を
設
置
す
る
、
③
バ
ス
乗
降
場
に

ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
、
④
視
覚
障

害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
適
切
に

設
置
す
る
、
⑤
身
体
障
害
者
の
乗

降
場
を
駅
に
近
い
位
置
に
新
た
に

設
置
す
る
な
ど
、
乗
換
利
便
性
の

向
上
や
安
全
性
の
確
保
に
対
応
す

る
計
画
で
あ
る
。

家※
４族

伝
承
者
の
養
成

安
全
で
快
適
な
駅
前
広
場
に

４ 家族伝承者
　自身の家族である被爆者の被爆体験と平和への思いを受け継ぎ、被爆者に代
わりそれらを伝える者のこと。幅広い被爆体験を伝承するため、令和４年度から
養成を開始する。

５ ウォーカブルなまちづくり
　人口減少や少子高齢化が進み、商店街のシャッター街化などによる地域の活
力の低下が懸念される中、都市の魅力を向上させ、まちなかににぎわいを創出す
るため、「居心地が良く歩きたくなる」まちなかを形成すること。

６ 特別自治市
　現行の指定都市制度が抱える課題を抜本的に解消し、住民がより良い行政サ
ービスを受けられるよう、一元的・総合的な事務や権限と、それに見合う自主財
源を制度的に保障する新たな大都市制度のこと。
　国・道府県と指定都市とで分かれていた事務の窓口の一本化により、住民の利
便性向上、行政組織の簡素化や事務の効率化などが図られるというメリットが
ある。

原爆ドームと
商工会議所ビル




